
 
 

自
治
協
議
会
下
見
支
部 

今
年
度
も
活
動
開
始 
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東
広
島
市
の
各
自
治
協
議

会
代
表
者
が
集
ま
り
、
蔵
田
義

雄
市
長
や
関
係
者
職
員
ら
と

意
見
交
換
を
す
る
「
ま
ち
づ
く

り
ト
ー
ク
」
が
二
月
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
年
二
回
開
催
さ
れ
る

こ
の
会
議
に
全
四
七
自
治
協

か
ら
四
一
人
、
総
勢
六
十
数
人

が
参
加
。
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、

本
音
ト
ー
ク
で
現
在
直
面
し

て
い
る
課
題
や
そ
の
取
り
組

み
な
ど
活
発
な
意
見
を
発
表

し
ま
し
た
。 

 
 

自
治
協
議
会
発
足
か
ら
五

年
目
を
迎
え
る
同
市
は
、
山
間

地
か
ら
海
浜
地
区
ま
で
広
範

囲
な
地
区
を
有
し
、
地
域
性
の

あ
る
悩
み
や
課
題
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。 

 

テ
ー
マ
ご
と 

 

各
テ
ー
ブ
ル
に 

分
か
れ
悩
み
な
ど 

意
見
交
換 

 

自
治
協
運
営
・
「
役
員
の
高

齢
化
が
進
ん
で
い
て
次
の
世

代
を
担
っ
て
く
れ
る
人
が
い

な
い
」
と
、
大
方
の
自
治
協
の

悩
み
。
そ
れ
で
も
、
会
議
の
回

数
を
少
な
く
し
て
は
？
な
ど
、

と
ア
イ
デ
ア
も
出
る
な
ど
、
自

治
協
活
動
の
運
営
に
も
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
「
人
材
育
成
の
た
め
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
、
行
政

の
協
力
が
必
要
だ
」
な
ど
の
意

見
も
。 

高
齢
者
支
援
・
「
地
区
社
協

の
区
域
と
自
治
協
の
区
域
が

整
合
し
て
い
な
い
た
め
敬
老

会
の
開
催
に
支
障
が
あ
る
」
。

そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
、
一
番
良
い
方
法
は
・
・
、

な
ど
の
話
し
合
い
も
。 

防
犯
・
防
災
で
は
「
災
害
時

に
要
援
護
者
を
救
助
す
る

組
織
が
で
き
て
も
機
能
す

る
か
難
し
い
部
分
が
あ
る
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
自
治
協

で
抱
え
る
問
題
点
を
話
し

合
い
ま
し
た
。 

あ
る
自
治
協
議
会
で
は
「
ま

ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
て
住
民
の
意
識
度
を
調

査
、
今
後
の
展
開
に
生
か
す
な

ど
大
い
に
成
果
を
上
げ
た
地

区
も
あ
り
ま
し
た
。 

自
治
協
の
活
動
に
は
市
の

協
力
が
大
い
に
必
要
で
「
ま
ち

づ
く
り
ト
ー
ク
」
は
各
自
治
協

の
成
功
例
を
聞
き
な
が
ら
、

年
々
前
向
き
な
話
し
合
い
が

行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

下
見
支
部
で
は
定
期
総
会

を
四
月
二
九
日
に
開
催
。
新
区

長
や
各
部
会
長
を
迎
え
、
新
た

な
気
持
ち
で
新
年
度
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

自
治
協
議
会
組
織
に
対
し
、

区
民
の
理
解
も
少
し
ず
つ
前

進
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
区
長

は
一
年
で
交
代
す
る
区
も
多

く
、
仕
事
内
容
も
把
握
す
る
に

は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り

そ
う
で
す
、
あ
せ
ら
ず
見
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

自治協議会 

47 地区体制 5 年目 

まちづくりトークで

活発な意見も！      

 

 

三ツ城自治協議会 

平成 29年 5月吉日発行 

三ツ城自治協議会下見支部 

 

 

下見支部だより 
 第 7 号 
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下
見
支
部 

平
成
二
九
年
度 

新
区
長
決
ま
る
！ 

 

 

今
年
度
の
新
区
長
が
決
ま

り
ま
し
た
。(

敬
称
略) 

 

一
の
組
・
・
・
相
本
修
司 

中
央
八
丁
目
・
山
床
賢
司 

一
の
二
組
・
・
天
方
ま
り
え 

エ
コ
下
見
・
・
瀧
口
誉
浩 

二
の
組
・
・
・
本
近
明
弘 

三
の
組
・
・
・
木
原
和
雄 

セ
ル
リ
ア
ン
・
向
殿
雄
二 

四
の
組
・
・
・
谷
原
宏
治 

五
の
組
・
・
・
中
桶
久 

下
見
職
員
宿
舎
・
登
田
隆 

六
の
組
・
・
・
石
本
計
介 

七
の
組
・
・
・
有
川
廣
志 

エ
ン
ゼ
ル
・
・
上
向
隆 

八
の
組
・
・
・
水
戸
将
人 

二 

神
・
・
・
八
幡
美
代
子 

区
長
会
長
は
、
相
本
修
司
さ
ん
。 

 

区
長
の
仕
事
は
市
と
区
民

を
つ
な
ぐ
大
事
な
仕
事
。
皆
さ

ん
の
協
力
も
必
要
で
す
。 

四
月
十
三
日
、
下
見
福
祉
会

館
で
下
見
長
寿
会
は
定
期
総

会
を
開
催
、
そ
の
後
太
田
安
英

広
島
大
学
名
誉
教
授
を
迎
え

記
念
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。 

「
食
品
の
働
き
と
健
康
」
と

い
う
題
名
で
、
誰
も
が
関
心
の

あ
る
内
容
で
す
。 

ト
ク
ホ
（
特
定
保
健
用

食
品
）
、
よ
く
耳
に
す
る

言
葉
で
お
茶
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
血
中

の
中
性
脂
肪
の
上
昇
抑

え
た
り
す
る
そ
う
で
国

が
審
査
を
す
る
も
の
。 

栄
養
機
能
食
品
は
ト
ク

ホ
と
は
違
い
メ
ー
カ
ー
（
企
業
）

が
決
め
る
も
の
だ
そ
う
。
ま
た
、

多
種
類
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
も

人
に
効
果
が
あ
る
か
ら
と
言

っ
て
自
分
に
も
合
う
と
は
限

ら
な
い
と
か
。
世
の
中
で
話
題

に
な
っ
て
い
る
食
品
、
言
葉
な

ど
改
め
て
知
る
内
容
の
話
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。 

食
事
は
、
味
・
香
り
・
色
彩

や
形
・
演
出
を
楽
し
ん
で
す
る

の
が
本
当
に
良
い
そ
う
で
す
。 

下
見
長
寿
会
は
今
年
で
四

一
年
目
。
井
上
宣
邦
会
長
は
、

「
近
く
に
あ
る
広
島
大
学
を

講
演
会
や
様
々
な
こ
と
に
活

用
し
て
魅
力
あ
る
会
に
し
、
会

員
を
増
や
し
た
い
。
六
十
歳
か

ら
誰
で
も
入
会
で
き
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

昨
年
か

ら
東
広
島

市
の
広
報

で
伝
え
ら

れ
て
い
る

よ
う
に
、

平
成
二
九
年
十
月
か
ら
家
庭

ご
み
の
有
料
化
が
始
ま
り
、
あ

の

黄

色

と

緑

の

指

定

袋

が

オ

レ

ン

ジ

と

紫

色

に

な

り

ま
す
。
事
業

所
、
ア
パ
ー

ト
・
マ
ン
シ

ョ

ン

の

指

定
袋
（
赤
と

青
）
は
す
で

に
有
料
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
行
の
指
定
袋
の
価
格
は

袋
の
実
費
の
み
で
し
た
が
、
ご

み
の
処
理
費
用
の
一
部
を
負

担
す
る
こ
と
で
有
料
に
。 

十
ℓ
＝
四
円
・
・
→
十
円 

二
十
ℓ
＝
七
円
・
→
二
十
円

四
十
ℓ
＝
十
円
・
→
四
十
円

に
な
り
ま
す
。 

現
行
の
黄
色
と
緑
の
袋
は
今

年
九
月
三
十
日
で
販
売
終
了
。

残
っ
て
い
る
袋
は
六
カ
月
間 

平
成
三
十
年
三
月
三
一
日
ま
で

使
用
で
き
ま
す
。
新
し
い
袋
は

平
成
二
九
年
八
月
上
旬
か
ら
、

現
在
の
指
定
袋
を
販
売
し
て

い
る
お
店
で
購
入
可
能
。 

有
料
化
の
必
要
性
は
、
ご
み

の
減
量
や
、
処
理
に
か
か
る
費

用
の
軽
減
、
税
金
で
ま
か
な
う

経
費
の
一
部
を
、
ご
み
の
排
出

量
に
応
じ
て
直
接
負
担
す
る

こ
と
で
、
公
平
性
が
確
保
さ
れ

る
か
ら
で
す
。 

 

 

家庭ごみ 
平成 29年 

10月から有料に 

 

 

熱心に耳を傾ける 

長寿会メンバー 

太田広大名誉教授 

   

現行の指定袋 

 
販売終了 

 

新しい指定袋 

 販売開始 

 

使用開始 

 

移行期間 

 

H29.10.1～ 

H30.3.31 

 

H29.9.30 

 

 

H30.3.31 

 

 

 
使用修了 

 

H29.8上旬 

 

 

H29.10.1 

 

講演会 

食品の働きと健康 

下見長寿会 

 



 

 

 

 

光の宴 

写真コンテスト 

 

８０作品の 

応募数 

 

 
 

 

健
康
維
持
、
介
護
予
防
な
ど

関
心
の
あ
る
人
に
親
し
ま
れ

て
い
る
「
健
康
づ
く
り
ウ
オ
―

キ
ン
グ
」
。
例
会
日
が
、
今
年

度
か
ら
毎
月
第
二
・
第
四

木
曜
日
、
八
時
～
十
時
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
下

見
福
祉
会
館
に
集
合
、
下

見
地
域
の
歴
史
や
文
化
財

を
知
る
文
化
遺
産
コ
ー
ス
、

ま
た
広
島
大
学
内
コ
ー
ス

な
ど
、
変
化
に
富
ん
だ

様
々
な
コ
ー
ス
設
定
が
さ

れ
て
い
ま
す
。 

「
運
動
は
ク
ス
リ
」
と

中
国
新
聞
な
ど
に
も
連
載

さ
れ
て
い
た
、
渡
部
和
彦

広
大
名
誉
教
授
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
指
導
を
受
け
た

友
の
会
か
ら
の
応
援
を
受

け
ス
タ
ー
ト
。 

歩
く
楽
し
さ
や
四
季
折
々

の
自
然
、
そ
の
地
に
息
づ
く
歴

史
を
知
る
こ
と
で
、
仲
間
と
の

会
話
も
弾
み
、
「
心
の
健
康
づ

く
り
」
に
も
な
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
歩
く
こ
と
が
脳
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
と
も
。 

気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
連
絡
＝
渡
部
昭
登
さ
ん 

☎
０
８
０-

５
６
２
３-

７
７
６
４ 

 

昨
年
に
続
き
今
年
も
「
光
の

宴
」
写
真
展
が
六
月
七
日(

水)

～
六
月
十
二
日(

月)

ま
で
、
東

広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
「
く
ら

ら
」
１
Ｆ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

今
年
度
は
八
十
作
品
の

応
募
が
あ
り
、
東
広
島
市

内
は
も
ち
ろ
ん
、
広
島
市

や
呉
市
か
ら
の
応
募
も
。 

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
と

三
ツ
城
古
墳
の
四
季
が
織

り
な
す
自
然
な
姿
を
、
余

す
こ
と
な
く
、
美
し
く
撮

影
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
の
秀
作
は
、
下
見

福
祉
会
館
の
二
階
に
上
が

る
階
段
横
に
展
示
し
て
あ

り
、
い
つ
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

昨
年
の
防
犯
マ
ッ
プ
（
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
＆
ド
ッ
キ
リ
地
図
）

に
続
き
、
第
二
弾
、

防
災
マ
ッ
プ
が
完
成

し
区
民
の
皆
さ
ん
に

配
布
さ
れ
ま
し
た
。 

い
つ
何
が
起
き
て

も
お
か
し
く
な
い
昨

今
。
災
害
が
起
き
、

避
難
が
必
要
に
な
っ

た
時
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行
く

の
か
、
日
頃
か
ら
避
難
場
所
、

経
路
、
か
か
る
時
間
な
ど
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

緊
急
時
の
連
絡
先
な
ど
も
普

段
か
ら
わ
か
り
や
す
い
と
こ

ろ
に
貼
り
、
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。 

下
見
福
祉
会
館
東
側
に
設

置
さ
れ
て
い
る
、
下
見
支
部
防

災
倉
庫
の
内
部
写
真
で
す
。
す

ぐ
使
用
で
き
る
よ
う
に
チ
ェ

ッ
ク
も
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
、
中
央
中
学
に
も
防

災
倉
庫
を
設
置
、
資
機
材
も
備

え
て
あ
り
ま
す
。 

 

 

健康づくり 

ウオーキング友の会 

下見支部から 

変更のお知らせ！ 

 
 
 

東広島市公認マス

コットキャラクタ

ー「のんた」のマン

ホールが、JR 西条

駅前交差点すぐ近

くにありました。 

市内でただ一つだ

そう。皆さん、探し

てみましょう！ 

三ツ城小学校区 

防災マップ 配布 

 

 

 

ｚ  

 

 

 

 

 

 

 

見
た
？ 

聞
い
た
？ 

 

H28 年度の 

光の宴写真展示 

下見福祉会館 

 

防災倉庫内の資機材 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

三
ツ
城
自
治
協
メ
ー
ル
登

録
数
は
、
現
在
百
八
十
人
余
り
。

下
見
支
部
で
は
市
の
広
報
「
ひ

が
し
ひ
ろ
し
ま
」
５
月
号
に
挟

ん
で
三
ツ
城
メ
ー
ル
チ
ラ
シ

(

左
写
真)

を
配
布
し
ま
し
た
。 

登
録
す
る
と
三
ツ
城
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
や
緊
急
を
要
す

る
防
災
関
連
情
報
な
ど
や
、
ま

た
暮
ら
し
に
役
立
つ
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
な
ど
が
、
登
録
者

へ
一
斉
配
信
さ
れ
ま
す
。 

登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

下
見
地
域
交
流
会
ほ
か
の

行
事
を
、
下
見
福
祉
会
館
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
で
開
催
。 

★
下
見
夏
ま
つ
り
＝
八
月
五

日(
土) 
雨
天
の
場
合
翌
日
、

六
日(

日) 

★
下
見
区
民
運
動
会
＝
十
月

二
九
日(

日) 

★
文
化
祭
＝
十
月
二
八
日(
土)

～
二
九
日(

日) 

★
芸
能
発
表
＝
運
動
会
終
了

後
、
午
後
同
大
ホ
ー
ル
で
。 

ま
た
、
下
見
七
五
会
で
は
、 

★
講
演
会
＝
九
月
二
日(

土) 

同
ホ
ー
ル
。
講
師
は
渡
部
和

彦
広
大
名
誉
教
授
「
健
康
づ

く
り
」
に
つ
い
て
十
三
時
三

十
分
～
。
そ
の
前
に
同
日
、 

★
三
ツ
城
防
犯
・
防
災
部
会
＝

東
広
島
警
察
署
よ
り
「
オ
レ

オ
レ
詐
欺
や
特
殊
詐
欺
防

止
」
に
つ
い
て
十
三
時 

 

下
見
六
の
組

に
位
置
す
る
築

地
神
社
。 

五
、
六
、
七
の

三
組
が
年
ご
と

に
順
番
で
寄
付
、

掃
除
、
草
取
り
な

ど
を
し
て
維
持

管
理
。
毎
年
十
一
月
初
旬
感
謝

を
込
め
神
主
さ
ん
に
よ
り
例

大
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。 

当
社
の
由
緒
は
、
菖
蒲
の
前

伝
説
は
良
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
息
子
二
神
山
城
主

水
戸
新
四
郎
が
、
厳
島
佐
伯
氏

の
娘
を
、
建
久
年
中
（
一
一
九

〇
年
～
九
）
に
室
に
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
娘
は
生
来
多
病
に
し

て
七
～
八
歳
頃
ま
で
歩
け
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
母
は

周
防
の
大
内
長
門
守
の
娘
だ

っ
た
の
で
、
娘
の
た
め
に
周
防

の
国
の
氷
上
山
妙
見
社
に
祈

願
し
た
と
こ
ろ
、
歩
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
。 

 
 

そ
の
室
が
建
仁
二
年
（
一
二

〇
二
年
）
八
月
、
二
神
山
の
麓

で
あ
る
字
鴻
巣
に
地
を
築
き
、

一
社
を
建
立
し
て
室
方
の
氏

神
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
が
今
に
至
り
「
築
地
神

社
」
と
称
さ
れ
字
鴻
巣
の
鎮
守

と
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
す
（
下
見

振
興
看
板
よ
り
）
。 

地
元
の
古
老
か
ら
は
「
み
ょ

う
け
ん
さ
ん
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。 

 

 

三ツ城メールに 

登録しませんか？ 

  

 

 

温故知新 Vol.2 

築地神社 

 

下見地域交流会 

今年の行事予定 

 

地区の情報、ご提案、ご意見など 

何でもお寄せください。 

お手伝いくださる方も 

大歓迎です！ 

 

三ツ城自治協議会下見支部・広報部 

東広島市西条下見 5 丁目-4-8（下見福祉会館） 

☎・FAX (082)427-6511（月・木午前中） 

E-mail  mitsujyo-jk@poem.ocn.ne.jp 


